
 

 

 

視点・論点 2026年9月17日 

暑さ指数は、誰にとっての「危険」なのか 
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近年の夏には、「暑さ指数（WBGT）」という言葉を目

にする機会が増えた。WBGT は Wet-Bulb Globe 

Temperature（湿球黒球温度）の略称で、通常の気温と

は異なる。屋外では、 

WBGT＝0.7×自然湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×

乾球温度 

として計算される。湿度や風による汗の蒸発、日射

などの輻射熱、気温を組み合わせ、人体と環境の熱収

支を捉えようとする指標である。  

日本ではWBGTは熱中症対策の中心的な「ものさし」

になっている。日常生活では 31以上が「危険」、スポ

ーツでは 31 以上で原則運動中止とされ、熱中症警戒

アラート等にも利用されている1。  

近年耳にすることが多くなった指標ではあるが、そ

の歴史は意外に古い。WBGTは 1950年代、米軍が訓練

中の熱障害を防ぎながら、必要以上に訓練を中止しな

いために開発した。WBGTを利用した訓練管理によって、

前年より暑かったのにもかかわらず熱障害が減少し

たという2。その後 70年近くにわたって検証され、現

在では国際規格にも採用されている。 

では、同じ WBGTは誰にとっても同じ「危険」を意味

するのだろうか。実験研究を見ると、人間が熱収支を

維持できる暑さの限界は大きく変動する。若い成人 36

人を調べた研究では、深部体温が持続的に上昇し始め

る限界の WBGTは、安静時 35.3だったのに対し、軽い

運動では 32.9、中程度の運動では 31.6まで低下した。

同じ若者でも、身体を動かすだけで 3以上違ったので

ある3。また別の実験では、9日間の暑熱順化によって

限界の WBGTが 28.5から 30.5へ約 2上昇した4。  

日本の中高生の部活動でも違いがみられる。全国規

模の研究では、野球、サッカー、テニス、陸上などの

高リスク競技では、安全基準を一段階、WBGTで 3低く

することが提案されている。4～6月や比較的涼しい地

域、屋外活動などについても同様である。また、9～12

歳男子を対象とした小規模な実験では、肥満の子ども

の方が標準的な体格の子どもより、熱収支を維持でき
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る環境限界が低かった5。  

もっとも、現在の WBGT がすべての人に一律に適用

されているわけではない。例えば職場では、身体作業

強度が高いほど WBGT の基準値を低くし、暑さへの順

化や着衣も考慮する。すでに「同じ暑さでも人や活動

によって危険度は違う」という発想は取り入れられて

いる。 

しかし同時に、厚生労働省は、こうした WBGT 基準

値が「既往症がない健康な成年男性」を基準に設定さ

れたものであることにも注意を促している6。そうであ

るなら、高齢者や子ども、持病のある人、体格の異な

る人、そしてスポーツごとについて、さらに異なる基

準を考える余地があるのではないだろうか。 

例えば同じ WBGT30 でも、高齢者、屋外で野球をす

る中学生、冷房のある室内で過ごす成人では意味が違

う。年齢、体格、地域、季節、活動内容、スポーツの

種類、暑さへの順化などに応じて、スマートフォンに

表示される危険度が変わってもよい。 

70年前には、一人ひとりについて異なる危険度を計

算して知らせることは現実的ではなかった。しかし現

在なら、詳細な気象データに年齢や活動内容などを組

み合わせ、熱中症や救急搬送などのデータで検証しな

がら、人や集団ごとに異なる警戒情報を提示すること

も可能だろう。 

実は、この発想は WBGT の原点にもあった。米軍は

熱障害の記録から熱障害を起こしやすい訓練兵を特

定し、脆弱な者には、より低い WBGT で訓練を中止し

ていたという7。全員に一律の数字を当てはめるのでは

なく、「誰がその暑さにさらされるのか」を考えていた

のである。 

WBGTを否定する必要はない。むしろ、その優れた考

え方を現代の技術とデータでさらに発展させて、さら

に人や集団に合わせてみてはどうだろうか。「今日の

暑さ」から、「あなたにとっての暑さ」へ。暑さ指数に

も、パーソナライズという次の段階があってよいのか

もしれない。 
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